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午前９時００分開会 

○議長(川越 忠明君)  おはようございます。これから本日の会議を開きます。本日の議事日程は、

お手元にお配りしてあるとおりであります。しばらく休憩します。全員、議員控室に移動願います。 

午前 9時０１分休憩 

午前 9時４０分再開 

○議長(川越 忠明君)  会議を再開します。休憩前に引き続き、会議を続行します。 

 日程第 １ 議案第 ８号 「平成２２年度川南町一般会計補正予算（第１１号）」 

 日程第 ２ 議案第 ９号 「平成２２年度川南町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）」 

 日程第 ３ 議案第１０号 「平成２２年度川南町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）」 

 日程第 ４ 議案第１１号 「平成２２年度川南町営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第２号）」 

 日程第 ５ 議案第１２号 「平成２２年度川南町下水道事業特別会計補正予算（第３号）」 

 日程第 ６ 議案第１３号 「平成２２年度川南町介護保険特別会計補正予算（第４号）」 

 日程第 ７ 議案第１４号 「平成２２年度川南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」 

 日程第 ８ 議案第１５号 「平成２２年度川南町水道事業会計補正予算（第３号）」 

以上、８議案を一括議題とします。本、８議案は、所管事項別に各常任委員会に付託されておりまし

たので、各常任委員長の報告を求めます。 

 まず、総務常任委員長の報告を求めます。 

○総務常任委員長（山下 壽君）  総務常任委員会に付託されました案件につきまして、関係職

員の出席を求め、説明を受け、慎重に審査いたしました。議案第８号、平成２２年度川南町一般会

計補正予算（第１１号）については、全員賛成で可決であります。今回、歳入歳出の予算の総額に

歳入歳出それぞれ２億７，５５８万８千円を追加し、歳入歳出の予算の総額をそれぞれ７５億４，５５８

万８千円とするものであります。総務課関係につきましてでありますが、予算の総額が前年同期予算

に比べ金額で９億６４６万１千円、率にして１３．７％の増となります。９款１項１目、地方交付税は、追

加されました普通交付税８，０２３万７千円、１２月交付の特別交付税１億８，０４０万円が交付されまし

た。特別交付税のうち、口蹄疫関連分として１億４，８６６万８千円が交付されました。１６款１項１目１

節、一般寄附金は、畜産農家への支援につながる事業を実施する財源として宮崎県口蹄疫被害義

援金市町村配分金６，５００万円、ふるさと納税分として４９７万９千円であります。歳出の主なものは、

２款１項５目２５節、積立金３億８，２４１万円は、財政調整基金に２億８，４８５万１千円、町債管理基

金に１億円を積み戻しするものです。これにより、財政調整基金の総額も、３億９，９１７万２千円とな

り、このあと専決処分などがされますと、平成２２年当初の額は確保できるとのことでした。総合政策

課関係であります。そのほとんどが口蹄疫のため、事業ができなかったため、減額修正であります。

税務課関係でありますが、２款２項２目１３節、委託料９２万４千円は、口蹄疫に伴い住民税のシステ

ム改修費でございます。第２表繰越明許費は、そのほとんどが口蹄疫により事業の完了が遅れ、繰
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越明許するものであります。以上で終わります。 

○議長(川越 忠明君)  次に、文教厚生常任委員長の報告を求めます。 

○文教厚生常任委員長（徳弘 美津子君）  議案第８号、平成２２年度川南町一般会計補正予算

（第１１号）について、その審査経過と結果について報告いたします。文教厚生常任委員会に関する

案件について、関係課の職員の出席を求め、慎重に審査を行いました。歳出で、まず、２款総務費、

戸籍住民基本台帳費２７７万２千円の現行システム現況調査分析委託料の減額は、１２月に予算計

上した外国人登録のシステム委託料で、次年度に再考しても間に合うとのことで、減額するものです。

それから、４款衛生費、２項清掃費の塵芥処理費の塵芥収集業務委託料２００万円の減額は、委託

先シルバーセンターへの１人当たりの単価の減額によるもので、１時間１，１００円で見込んでいたも

のが、塵芥収集業務１時間９９０円、坂の上処理場１時間８８０円となるものです。西都児湯環境整備

事務組合負担金６１３万１千円の減額は、資源ゴミとエコクリーンみやざきの売電により負担金が減

額されました。その他、文教厚生常任委員会関係については、原案のとおり議案第８号平成２２年度

川南町一般会計補正予算（第１１号）は全員賛成で可決であります。 

 続けて、議案第９号、平成２２年度川南町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につい

ては、歳入歳出それぞれ８，３２０万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２４億７，２１９

万４千円とするものです。２款、保険給付費は、実績見込みによるもので、原案のとおり全員賛成で

可決であります。 

 議案第１３号、平成２２年度川南町介護保険特別会計補正予算（第４号）については、歳入歳出そ

れぞれ６，３５７万５千円を減額し、歳入歳出の総額をそれぞれ１２億５４３万７千円とするもので、全

員賛成で可決であります。 

 議案第１４号、平成２２年度川南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）については、歳入

歳出それぞれ１，６４４万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億３，２３２万６千円とするも

ので、全員賛成で可決であります。 

 以上、文教厚生常任委員会に付託されました報告を終わります。 

○議長(川越 忠明君)  次に、産業建設常任委員長の報告を求めます。 

○産業建設常任委員長（竹本 修 君）  産業建設常任委員会に付託となりました議案第８号、１０

号、１１号、１２号、１５号について、所管職員の出席を求め、説明を受け、質疑、審査を慎重に行い

ました。その経過と結果について報告します。 

 ５議案とも全員賛成で可決であります。 

 議案第８号、平成２２年度川南町一般会計補正予算(第１１号)中、産業建設常任委員会に関する

事項について、報告します。主な歳出では農林水産業費の農業振興費の報償費５０万円は、尾鈴

畑作営農調査委託事業で口蹄疫に伴う作付けが出来なかったことにより減額、また、融資主体型補

助事業補助金は、入札による事業費の減額のため、補助金も１７８万１千円減額するものです。なお、

自己負担の融資については、農業近代化資金を利用するものであります。 
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 林業振興費の委託料、流域公益保全林整備事業３４１万円は、植栽・除伐が事業対象としで認め

られなかったために減額するものです。 

 水産振興費の漁港建設費広域水産物供結基盤整備事業負担金２，５００万円の減額は、事業費

の削減による減額であります。 

 土木費、道路新設改良費の１６７万７千円は、地方特定道路整備事業として、中里・野田原線を整

備するために、土地購入費５４９平方メートル、補償補てん及び賠償金費用でございます。 

 議案第１０号、平成２２年度川南町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号)、この補正予算

は、歳入歳出それぞれ１４４万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２，６０４万円とするもの

です。歳入では、滞納繰越分１５万２千円、一般会計繰入金１５９万２千円、歳出の減額については、

漁業集落排水施設整備事業費の１４４万円は施設の改善による需用費の減、さらに工事費等の入

札残であります。 

 議案第１１号、平成２２年度川南町営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第２号）、この補正予算

は、歳入歳出それぞれ５０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１，０２２万５千

円とするものです。歳入の減額については、口蹄疫による使用料の減額であり、歳出の減額につき

ましては、工事費の不用額であります。 

 議案第１２号、平成２２年度川南町下水道事業特別会計補正予算（第３号）、この補正予算は歳入

歳出それぞれ７６万７千円を増額し、歳入歳出の総額を１億３，６８０万４千円とするものです。主な歳

入では負担金の２３７万２千円、使用料の２３万２千円を計上し、一般会計繰入金を２０８万８千円減

額するものです。歳出は、需用費、委託料負担金の減額により、積立金に２５８万３千円するもので

す。 

 議案１５号、平成２２年度川南町水道事業会計補正予算（第３号）、この補正予算は収益的収入及

び支出の収入２１２万２千円の減により、水道事業費収益の合計が３億７，４２９万円となり、収益的収

入及び支出の支出営業費用５，１４７万 6 千円を増額し、収益的支出の総額３億６，４４７万６千円と

するものです。収入については、受託工事費の収益、他会計負担金の当初見込み計上減でありま

す。次に支出の増額は資産消耗費の固定資産の除却費であります。主なものは上町･南中須線、

銀座・大内線の道路改修及び計装設備等によるものです。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（川越 忠明君）  以上で、委員長報告を終わります。これから、委員長報告に対する質疑

を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。念のため申し上

げます。討論・採決は、議案ごとに行います。 

 議案第 ８号 「平成２２年度川南町一般会計補正予算（第１１号）」 

について討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終ります。 

 これから議案第８号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち原案

のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。したがって、議案第８号「平成２２年度川南町一般会計補正予算（第１１号）」に

ついては、委員長報告のとおり可決されました。 

 議案第 ９号 「平成２２年度川南町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）」 

について討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第９号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち原案

のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。したがって、議案第９号「平成２２年度川南町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第３号）」については、委員長報告のとおり可決されました。 

 議案第１０号 「平成２２年度川南町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）」 

について討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第１０号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち原

案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。したがって、議案第１０号「平成２２年度川南町漁業集落排水事業特別会計補

正予算（第２号）」については、委員長報告のとおり可決されました。 

 議案第１１号 「平成２２年度川南町営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第２号）」 

について討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終ります。 

 これから議案第１１号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち原

案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。したがって、議案第１１号「平成２２年度川南町営農飲雑用水事業特別会計補

正予算（第２号）」については、委員長報告のとおり可決されました。 

 議案第１２号 「平成２２年度川南町下水道事業特別会計補正予算（第３号）」 

について討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終ります。 

 これから議案第１２号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち原

案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。したがって、議案第１２号「平成２２年度川南町下水道事業特別会計補正予算

（第３号）」については、委員長報告のとおり可決されました。 

 議案第１３号 「平成２２年度川南町介護保険特別会計補正予算（第４号）」 

について討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第１３号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち原
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案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。したがって、議案第１３号「平成２２年度川南町介護保険特別会計補正予算

（第４号）」については、委員長報告のとおり可決いたしました。 

 議案第１４号 「平成２２年度川南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」 

について討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第１４号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち原

案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。したがって、議案第１４号「平成２２年度川南町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第３号）」については、委員長報告のとおり可決されました。 

 議案第１５号 「平成２２年度川南町水道事業会計補正予算（第３号）」 

について討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第１５号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち原

案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。したがって、議案第１５号「平成２２年度川南町水道事業会計補正予算（第３

号）」については、委員長報告のとおり可決されました。 

 日程第 ９ 議案第 ５号 「川南町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について」 

 日程第１０ 議案第 ６号 「川南町児童プール条例の一部改正について」 

以上２議案を一括議題とします。これから、本２議案について質疑を行います。質疑はありません

か。 

○議員（内藤 逸子君）  議案第６号の「川南町児童プール条例の一部改正について」ちょっと質

問いたします。あの、この条例について、浪掛のプールを壊して更地にするっていうことと思います

が、全体的に唐瀬原のところも放置されたまんまになってるんですよね。全体的に調べていただけた

んでしょうかね。そこだけが申し出があったからするっていうことなんでしょうか。お尋ねします。 

○健康福祉課長（米田 正直君）  内藤議員のご質問にお答えしていきたいと思いますが、児童プ

ールにつきましては、国光原とかですね、今言われました唐瀬原とか、そういったとこがあるみたいで

ございますけれど、とりあえずですね、今回については浪掛児童プールを上げさせていただきました

が、随時ですね、地域との話し合いをしながらですね、地域がもう使わないと、もうどけて下さいという

ことであればですね、今後の子どもの、児童数の状況を見ながら廃止をしていきたいというふうに思

っております。以上です。 

○議員（内藤 逸子君）  見回ってもらったら、はっきりわかると思うんですけど、本当に放置された

まんまで危険な状態だと思うんですよね。ぜひお願いしたいと思います。 
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○議長（川越 忠明君）  ほかに質疑はありませんか。これで質疑を終わります。お諮りします。た

だ今議題となっています議案を慎重に審議するため、所管の常任委員会に付託したいと思います

が、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。したがって、議案第５号は総務常任委員会に、議案第６号は文教厚生常任委

員会に付託します。 

 日程第１１ 議案第 ７号 「第４次国土利用計画（川南町計画）について」 

を議題とします。これから本議案について、質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認め

ます。これで質疑を終わります。お諮りします。ただ今議題となっています議案を慎重に審議するた

め、所管の常任委員会に付託したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。したがって、議案第７号は総務常任委員会に付託します。 

 日程第１２ 議案第１６号 「平成２３年度川南町一般会計予算」 

 日程第１３ 議案第１７号 「平成２３年度川南町国民健康保険事業特別会計予算」 

 日程第１４ 議案第１８号 「平成２３年度川南町漁業集落排水事業特別会計予算」 

 日程第１５ 議案第１９号 「平成２３年度川南町営農飲雑用水事業特別会計予算」 

 日程第１６ 議案第２０号 「平成２３年度川南町下水道事業特別会計予算」 

 日程第１７ 議案第２１号 「平成２３年度川南町介護認定審査会特別会計予算」 

 日程第１８ 議案第２２号 「平成２３年度川南町介護保険特別会計予算」 

 日程第１９ 議案第２３号 「平成２３年度川南町後期高齢者医療特別会計予算」 

 日程第２０ 議案第２４号 「平成２３年度川南町水道事業会計予算」 

以上９議案を一括議題とします。これから、本９議案について、質疑を行います。 

 これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

○議員(濱本 義則君)  ２点、３点ほどご質問いたします。まず、１５ページです。一般会計、２３年

度の一般会計の、１５ページです。平成２３年度、議案第１６号、平成２３年度川南町一般会計予算

につきまして、ご質問をいたします。１５ページ、固定資産税の件でございますけども、この固定資産

税に関しましては、全戸調査が行われましたよね。これがおそらく２０、これ２２年度で終わるんです

かね。で、もし終わるとすればですね、それが見直されて賦課されるのは何年度からなるのかなと思

いましたので、ちょっとご質問をいたします。それから、第３款７９ページ、民生費の件でございます。

シルバー人材センターへの補助金でございます。聞くところによりますと、このシルバーの補助金に

つきましては、国から来る補助金に準じて町が出すというふうに聞いておりますけども、前回、民主党

の例の仕分けでシルバーの補助金を見直すというような結論も出てるようでございます。来年度の国

の補助金が大体もう決まってるのかどうか、その辺をちょっとお伺いいたします。それから、もう１点で

ございます。第８款土木費、１３３ページでございます。伊倉の自然公園管理委託料、この件につき
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まして、どういう形でされてるのか、１人ずっと毎日そこにいてやってるのか、そしてその中でどういう

作業をされてるのかをちょっとお聞きしたいと思います。以上３点です。 

○税務課長（篠原 浩君）  濱本議員のご質問にお答えいたします。全棟調査の部分がいつから

反映されるかというご質問だったかと思いますが、全棟調査につきましては２１、２２年をかけて行い

まして、２３年、今回の当初予算分から反映している形になっております。以上です。 

○健康福祉課長（米田 正直君）  濱本議員のご質問にお答えしますが、シルバー人材センター

の補助金でございますけれども、国が定めた基準でございますが、ＡＢＣと３つのランクがありまして、

川南町はＢランクに所属するわけでございますけれども、国の補助限度額が７１０万ということで下げ

られております。しかし、川南町の老人、高齢者福祉対策ということも勘案してですね、昨年と同様の

額を計上させていただいております。以上です。 

○総合政策課長（諸橋 司君）  濱本議員のご質疑にお答えをいたします。伊倉自然公園の管理

委託料の件なんですが、シルバー人材センターにですね、委託をしており、主に清掃と公園の監視、

剪定等を行っていただいております。以上です。 

○議員（濱本 義則君）  まず固定資産税でございますけども、予算でですね、前年比９５０万の減

額になっております。全戸調査すればですね、必ずこれが増額にならないかんのやないかなと私は

思うんですけども、その辺の考え方をちょっとお聞かせ願いたいと思います。それからもう一つは、伊

倉浜の公園の管理の件でございますけども、これは１人必ず常駐しているという意味でございますか、

確認したいと。 

○税務課長（篠原 浩君）  濱本議員のご質問に再度お答えいたします。全棟調査の部分で税収

が増えるはずではないかというご質問でございますが、これにつきましては、家屋分につきましては

ですね、新規課税分、今回の全棟調査で分かった部分が１，１１３万３千円で、全棟調査による滅失

分、この部分が５４１万９千円で、通常の新築課税分、これが２，７００万と滅失分６２万ということで、

家屋だけを見ますと全体的には、全棟調査では６００万くらいの増になるんですが、前年度と比較し

た場合にですね、全体的には０．１％の増、３５万６千円くらいの増でございます。償却資産の減がか

なりありまして、全体的にはですね、今回９４５万６千円の減という形になっております。以上でござい

ます。 

○総合政策課長（諸橋 司君）  濱本議員のご質疑に再度お答えいたします。伊倉自然公園の管

理につきましては、毎日１人作業していただいております。以上です。 

○議員（濱本 義則君）  固定資産税の全戸調査の結果につきまして、もしあれが出ておればです

ね、委員会にその結果を報告していただきたいと思います。以上で終わります。 

○議長（川越 忠明君）  他に質疑はありませんか。 

○議員（黒木 則人君）  平成２３年度川南町一般会計予算の総合政策課関係ですけれども、内

藤議員からも一般質問がありましたけれども、住宅リフォーム助成金１，５００万円ですが、骨格予算

にしては思い切った予算だなあというふうに感ずるわけですが、プレミアム券と似たような助成という
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ふうに思えますが、この１，５００万円の目的といいますか、それはどういうふうなのかとですね、もう一

つ、環境対策関係ですけれども、水質検査に河川水等の２５カ所と口蹄疫埋却地周辺の１２８カ所と

いう補足説明があるわけですけども、もう１年たつわけですが、その結果とですね、この公表の仕方

についてご質問をいたします。予算書のページは９８から９９ページと５７ページです。お願いしま

す。 

○総合政策課長（諸橋 司君）  黒木議員のご質疑にお答えをいたします。住宅リフォーム助成事

業の目的につきましては、口蹄疫により影響を受けた町内経済を活性化させるため、緊急経済対策

として町内の施工業者によるリフォームを行う町民に費用を助成することにしております。今年度は１，

５００万円の計上をしております。以上です。 

○環境対策課長（黒木 秀一君）  黒木議員のご質問にお答えしたいと思います。水質調査の結

果とその公表ということですけど、水質検査の結果、ちょっと異常が出たというとこは２カ所ありまして、

その後追跡調査しておりますけど、現在のところ異常は出ておりません。それとその公表ということで

すけど、検査が終わって次の検査に行くときに各自個人にその結果表を渡しております。以上で

す。 

○議員(黒木 則人君)  住宅リフォームのですね１，５００万というのは年末にあるのと違ってですね、

非常にすそ野が広がっていいというふうに感ずるわけです。それで、今年度ですね、２２年度にも行

われているわけですが、その時に不足が出たと思うんですよ。その不足分までさかのぼってやられる

かどうか、予算が大きいからですね、それも含んじょっとじゃねえかなあというような期待をもって質問

するわけですが、そこのとこはどういうふうになっているか教えていただきたいというふうに思います。

そして水質検査ですけども、２カ所あって今はないということで、個人にしたということですけども、住

民はですね、その地域の人たちはみんな心配するわけですよ。個人に連絡したということだけでなく

して、地域住民が安心して生活できるようにですね、その地域の周囲にも教える方法はないものかな

あというふうに期待をしておりますが、そういう考えはないかどうかお聞きをいたしたいと思います。 

○総合政策課長(諸橋 司君)  黒木議員のご質疑に再度お答えをいたします。平成２３年度の助

成事業補助金の１，５００万円につきましては、平成２２年度のですね、事業にさかのぼることは考え

ておりません。平成２２年度のですね、１，０００万補助金があったわけなんですが、好評でですね、１

０月半ばに助成のですね、不足が出ておりました。それでもその時点でですね、今年度の受付をや

めておりますので、この１，５００万円の中には今年度の分はさかのぼっては考えてはおりません。以

上です。 

○環境対策課長(黒木 秀一君)  黒木議員のご質問に再度お答えしたいと思います。地域住民

に対しての公表はということなんですけど、一応個人名等もありますので、今後いろいろ研究してで

きればそういうことにしたいと思います。今後検討していきたいと思います。 

○議員(黒木 則人君)  再度ですけども、今ですね、１０月以降受け付けた分は断っておるというこ

とですけども、こういうことはですね、継続することが大事と思うので、何人か予算が不足してですね、
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自己負担でやってる方もおられるようですので、何か予算をですね、さかのぼってでも計上するくら

いの思いやりがあってもいいっちゃねえかというふうに思いますので、それも希望しております。また、

水質検査の方もなるだけですね、早く住民が安心するように地域住民に公表していただきたいという

ことを希望いたしまして質問を終わります。 

○議長(川越 忠明君)  ほかに質疑はありませんか。 

○議員(米山 知子君)  まずですね、２３年度の一般会計予算についてですが、議案書の８９ペー

ジ、放課後児童対策事業について尐し詳細を詳しくお話しいただけたらと思います。次がですね、

議案書の９７ページ、健康増進事業費の中で、上から６行目、健診謝金とあるんですが、これはどう

いうところに対する謝金なのかお尋ねをいたします。それから、次に、議案書１１３ページの下の方で

す。消費安全対策交付金事業とあるんですが、これ、委託料８００万って結構額が大きいと思うんで

すが、これはどういうことをどういうところに委託をされるのか、お尋ねします。議案書１１７ページ、通

山農村公園の借地料３２万円、これは毎年計上されてると思うんですが、これをずっと県から借り続

けていくのかどうか、そこら辺りの今後の考え方ですね、それをお伺いしたいと思います。それと議案

書の１３３ページ、公園費の中の日中友好通桜並木管理委託料２９万円、出ておりますが、これはど

こにどのような形で委託をされているのかをお伺いいたします。 

○健康福祉課長(米田 正直君)  米山議員のご質問にお答えしていきたいと思いますが、放課後

児童クラブの件でございますが、川南小学校に１カ所、それから児童館ということで２カ所あるわけで

ございますけれども、そこに対するクラブ指導賃金とですね、それから旅費、消耗品費、修繕料、も

ろもろ計上させていただいております。４人分でございます。川小のほうに３名、それから児童館のほ

うに１名でございます。以上でございます。 

○農林水産課長(押川 義光君)  米山議員のご質問にお答えしたいと思います。１１３ページ、消

費安全対策交付金事業の中の委託料の８００万円の内訳でございますが、陥没対策としまして１５０

万円、それから、草刈り作業としまして６５０万円という内訳で考えております。委託先につきましては、

昨年度は緊急雇用の人間を県が雇ってということでございましたが、今年度につきましては、草刈り

作業の委託ができる業者さんにお願いするという考えでございます。もちろん町内を優先でと考えて

はおります。それから、陥没につきましても、町内で２２年度につきましては建設業協会と川南町内

のですね、そういうところに委託しましたけれども、そういう陥没作業ができるような団体をですね、選

定いたしまして委託するという考えでございます。以上でございます。 

○総合政策課長(諸橋 司君)  米山議員のご質疑にお答えをいたします。日中友好通桜並木管

理の委託料の件なんですが、主に草刈り作業でありまして、今まではですね、シルバー人材センタ

ーのほうに委託をしております。以上です。 

○生涯学習課長(吉田 喜久吉君)  米山議員のご質問にお答えいたします。通山農村公園の借

地料の３２万円なんですが、県との契約におきましては平成２５年度までということになっております

が、現在、尐年団等に利用がありまして、引き続き今のところは活用していきたいというふうに考えて
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おりますが、２５年度以降につきましては、まだ県と具体的な協議はやっておりません。以上でござい

ます。 

○健康福祉課長(米田 正直君)  米山議員のご質問に答えが漏れておりましたのでお答えしたい

と思いますが、９７ページの健康増進事業の健診謝金でございますが、これにつきましては、総合健

診、歯科、医師謝金ですね、これ、６回の２万６千円と看護師の６人、図書券をやるようになっており

ますが、３千円ということで、計の１７万４千円でございます。以上です。１７万４千円の内訳といたしま

しては、総合健診歯科、医師謝金ということで６回の２万６千円と看護師に対しての謝金、これは図

書券を贈るように計画はしておりますが、６人の３千円の１万８千円、１５万６千円と合わせて１７万４

千円でございます。以上です。 

○議員(米山 知子君)  この予算書の中で、今は総合健診にかかわる分としてご説明あったので、

それはそれでいいんですが、上にまあ看護師等賃金とかもろもろ書いてありますね、ですからそうい

うところとはやっぱり別に上げないといけないものなのかなと、非常にわかりにくいなという気がいたし

ますので、担当所管のほうでちょっと精査をしてただきたいと思います。それと、さっきの委託料です

けど、陥没って言われましたね、農水課長。これ、陥没というのはどこの陥没、農地の陥没っていうこ

とでしょうか。そこをもうちょっと詳しくお願いします。それと、日中友好通桜並木ですが、私これ、質

問いたしましたのは、いま大きな桜の、相当樹齢たってますよね、あれは、１０年以上たってると思う

んですが、それが結構ばっさりと切られておりますよね。ですから、そういうことはこの管理委託をして

いるうえで、今までシルバー人材センターに委託をされてたら、そこの判断で当然よかれと思ってな

されたんだろうとは思うんですが、通る道すがら見ますと、あれだけの育った桜の木をなぜ切らなけ

ればいけなかったのかというような気がいたします。そこ辺を事情がわかれば教えていただきたいと

思います。 

○農林水産課長(押川 義光君)  米山議員のご質問に再度お答えいたします。陥没と申しますの

は、埋却をしましてかまぼこ状になっております。その部分のですね、農地でございますけれども、そ

の部分が中の家畜がですね、分解されることによってずっとへこんでまいります。その部分をですね、

修復するという意味の陥没の修復という意味でございます。以上でございます。 

○総合政策課長(諸橋 司君)  米山議員のご質疑に再度お答えをいたします。日中友好通桜並

木の桜を今年度、総合政策課で緊急雇用で雇っております作業員によりですね。大きい枝を落とし

たわけなんですけど、隣接する農地の所有者からですね、桜の木が太り過ぎて作物にですね、日光

が当たりが悪いから、作物が育ちにくいという相談がありまして、それで、うちのほうで桜の枝を切っ

たところであります。以上です。 

○議員(米山 知子君)  多分そういうことではないかと、畑地の横だけが大きく切り倒してあって、あ

まり畑地に影響がないところは残っておりましたので、そうではないかという気がしたんですが、当初

はやっぱり小さな苗木を植えるときにはそこまで考えが及ばないということもあったのかも知れません

が、１０年以上委託管理をしながら育てた桜の木を今になってばっさり切らなければならない。やっ
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ぱり何かをするときには１０年先のことを考えて事業は進めていかなければならないということの、私

は１つの例のような気がしたもんですから、あえてこのことを申し上げたんですが、まあそれでわかり

ました。ありがとうございます。 

○議長(川越 忠明君)  他に質疑ありませんか。 

○議員(中村 守君)  平成２３年度一般会計予算中ですね、１６ページでありますが、町たばこ税

の関係ですね、ま、非常に興味がありますのでお尋ねいたすんですが、前年度予算が９，９００万、

本年度が１億２，５００万ですが、約ですね。この差額の２，６００万何がしがですね、値上がりの分で

すね、３００円から４１０円になったその差額は理解できるんですが、本町においてですね、その人数

の増減がですね、尐なくなって金額の差額の分なのか、あるいは増えもしない減るもしないで維持を

しながら、その差額の増なのかですね、そこ辺の、この、積算根拠についてですね、教えていただき

たいと思います。それから、議案第２０号、町下水道事業関係の件ですが、７ページですね、歳入の

下水道の使用料の関係ですが、本年度予算が３，８００万、前年度が３，４００万。ま、これはですね、

下水道がですね、進んでまいりまして、その加入率といいますか、そういった点もですね、影響してく

ると思うんですが、若干前年度より増えておるわけですが、この見込み計上についてですね、教えて

いただきたいと思います。この２点についてよろしくお願いいたします。 

○税務課長(篠原 浩君)  中村議員のご質問にお答えいたします。たばこ税の今回の予算計上に

おきましての積算根拠というご質問でございますが、たばこには３級品と３級品以外がございまして、

どちらも金額的には上がってるんですが、３級品で１本０．６２６円、３級品以外で１本１．３２０円上が

っております。で、前年度から約１割減という形でですね、本数減という形で積算しまして今回計上し

ていおります。ちなみに３級品が５０万本、３級品以外が２，７００万本で予算計上しております。以上

でございます。 

○上下水道課長(河野 秀二君)  中村議員のご質問にお答えいたします。下水道の加入及び加

入件数の件ですけど、平成２２年度に６６戸の接続をしております。加入率関係なんですが、人口の

比率では５９．１７％、施設数、家の戸数ですね、いきますと５５．３９％となっております。そういった

数字を見込んでの増額を計上しております。以上で説明を終わります。 

○議長(川越 忠明君)  ほかに質疑はありませんか。 

○議員(徳弘 美津子君)  議案第１６号の一般会計予算ですが、まず３１ページの県支出金、緊急

雇用創出事業１０分の１０事業、３，４３４万７千円、ふるさと雇用創出事業１０分の１０事業、１，５５５万

円ですね、これはまあ、緊急雇用の場合は様々な労務費、労働費の中であります。それから、ふるさ

と雇用のほうも観光ピーアール促進事業、地場産業促進事業という兼ね合いで出されておりますが、

この緊急雇用創出事業の１０分の１０の３，４００万円の緊急雇用なわけですので、雇用対象者って

いうかは何人くらいいるのか。それとその、例えば緊急雇用ですので、昨年度の継続の方たちがそ

の中にいらっしゃるのかどうか。それから、ふるさと創出事業も雇用の中にあるんですが、委託料とし

て１，１４８万５千円、すみません１０５ページですね、１，１４８万５千円の委託料、それからもう一つ、
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地場産業のほうで４０６万７千円の委託料とありますので、あわせてこの委託先をお願いいたします。

それから、６７ページ、６９ページ関連ですが、県議会の選挙、町議会選挙とかあるんですが、その

中で開票事務従事者報償費とありますが、昨年参議院選挙の時に機械の導入をしましたが、その

兼ね合いでその部分が尐し減っているのかどうかっていうこともあわせてお願いいたします。 

○総合政策課長(諸橋 司君)  徳弘議員のご質疑にお答えをいたします。３１ページのですね、緊

急雇用創出事業１０分の１０、３，４３４万７千円のですね、雇用の人数の件なんですが、これは各課

のですね、積み上げでございますので、ちょっと今ですね、人数については手元に資料がございま

せんので、また後ほどお答えをいたします。それから、１０５ページ、ふるさと雇用創出事業１，１４８万

５千円につきましては、委託先はですね、観光協会のほうになります。人数がですね、３人です。そ

れから、ふるさと雇用創出事業のですね、地場産業促進事業、これにつきましては委託先が地場産

業振興会のほうですね、そちらの方に委託をしておりまして、これは１人分の予算でございます。以

上です。 

○総務課長(吉田 一二六君)  徳弘議員のご質問にお答えしたいと思います。開票事務の人数

関係ですが、極力ですね、減らしながらですね、やっていきたいというふうに思っております。機械導

入の影響でですね、迅速にできるようにですね、極力減らして、以前から減らしてるんですけども、ま

だ減らせるようであればですね、やっていきたいというふうには思っております。 

○議員(徳弘 美津子君)  それでは、緊急雇用の積み上げのほうは各課でよろしくお願いいたしま

す。で、あと内容ですね、新規なのかそれとも昨年と同様の継続があるのかということもあわせてお願

いいたします。それから、１０５ページの先ほどのふるさと雇用創出事業ですが、３人の雇用ということ

で、昨年もあったかと思うんですが、具体的な取り組みとしてどのようなことをしたかっていうのがわか

ればお願いいたします。 

○総合政策課長(諸橋 司君)  徳弘議員のご質疑に再度お答えをいたします。この事業につきま

してはですね、継続の事業でございます。取り組みにつきましては、観光ＰＲ促進事業につきまして

はですね、主に観光協会のほうで観光ピーアールホームページ作成等に取り組んでいただいてお

ります。それから、地場産業振興会のほうではですね、地場産品のピーアール活動を行っておりま

す。以上です。 

○議長(川越 忠明君)  ほかに質疑はありませんか。 

○議員(江藤 和利君)  議案第１６号平成２３年度川南町一般会計予算案についてお聞きしたい

と思います。２款１項６目の関係の５７ページ、先ほどですね、同僚議員から出ました住宅リフォーム

助成事業１，５００万。昨年度１，０００万計上されて、その中でいろいろ話を聞きますとですね、業者

と相談しながらこのような補助事業があるよと、いうことで業者の方から言われてですね、申請いった

ならもう枞がなかったと、そういう方もおられるんです。そこ辺に対して先ほど課長のほうからですね、

さかのぼってやるいうことはできないという答弁があったわけなんですけど、やはりここ辺はですね、

考えて検討すべき必要があると思うんですよ。ただその終わった時点から今度の新規予算、１，５００
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万計上されておりますけど、その間にですね、そういう方向でリフォームされておる。やはりここは救

済する必要があると思うんですよね。一つそこは検討をお願いしたいと思います。それからですね、

６３ページ、先ほどちょっと意見が出たんですけど、２款２項２目１３節の中のですね、固定資産現況

データバンクシステムの保守委託料、３１５万計上されております。この中で、平成２１年度にですね、

先ほど税務課長のほうから答弁がございましたが、固定資産税の公平性ということで３，７００万計上

されております。その中で全棟検査をしております。その最初はですね、全棟検査の戸数、そこ辺と、

５年間でいいですよ、町税の中の固定資産税の比率、それをお答えいただきたいと思います。 

○税務課長(篠原 浩君)  江藤議員のご質問にお答えしたいと思います。今回の全棟調査の検査

数っていうことでございますが、こちらのほうにですね、ちょっと正式な資料を持ち合わせてないんで

すが、調べてですね正確な数値をですね、あとでお持ちしたいと思います。それであの、固定資産

の占める割合っていう部分の５年間っていう部分に関しましてはですね、ちょっとこちらのほうで数値

を、５年間の平均数値っていうのは持っておりませんが、固定資産税が今回の部分でいきますと、約

６億８，０００万、町税の全体枞が１３億程度ですので、約半分程度は占めるものになるかと思ってお

ります。以上です。 

○総合政策課長(諸橋 司君)  江藤議員のご質疑にお答えをいたします。住宅リフォーム助成事

業の件なんですが、平成２２年度途中にですね、補助金が打ち切りっていうことになった人の対策な

んですが、今の状況ではですね、大変厳しい状況でありますので、ご理解をいただきたいと思いま

す。以上です。 

○議員(江藤 和利君)  ２１年度に３，７００万です。で、全棟検査です。２２年度に３，７００万また計

上しております。７，４００万。ここで全棟検査をして、その評価ですよ、それをやると、そういう形で予

算計上しておるんですよ。そして２３年度から課税する。それが今回のこの２３年度の当初予算、反

映されてないんですよ。それと２４年度に固定資産の今度は評価替えがある。それで今度は宅地も７

８カ所やってるんですよ。そこ辺がこの固定資産、町長も口蹄疫で町税が減収と、そういう方向で言

われます。ここ辺のデータをですね、やはりピシピシっとして課税するなら課税する、２３年度の当初

予算に上げていくと、やはりここ辺の姿勢は必要だと思うんです。それと、今度はリフォームいきます。

リフォームは今んとこ無理だと、しかしですよ、そういう方向で業者とやって、途中で切りましたと、また

新たな年にまた予算計上します。その間の空間ですよ。やはりここ辺は２３年度に組むなら、やはり

継続性があってしかるべきだと思うんでうすよね。町長、ここ辺に対する政策的なですよ、判断も必

要と思うんですけど、町長はどういう考えを持っちょりやるのか。 

○町長(内野宮 正英君)  できたらですね、何とかしたいということで、実は内部検討はしました。

ただ、問題はそういう方がですね、来られて、あるいは電話で問い合わせがあって、そしてそれがど

ういう方かがもうわからないという実態があるもんですから、ここで改めてそういう人を救済するちゅうこ

とをやると、ちょっとまた不公平が出てくる心配があると、そういうようなですね、ことです。内部的には

十分いろいろ検討しました。そういう事情もありますのでですね、こんなに早くそれが進むというのは、
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ちょっとまあ想定以上に利用が多かったということがあるわけでございますけれども、そういう事情が

ありますので、さらにそれやるとさらに不公平がですね、出てくる可能性があるということからですね、

新年度にさしていただいたところでございます。 

○議長(川越 忠明君) しばらく休憩します。１０分間休憩します。 

午前１０時４９分休憩 

午前１０時５９分再開 

○議長(川越 忠明君)  会議を再開します。休憩前に引き続き会議を続行します。ここで総合政策

課長及び健康福祉課長から発言を求められておりますので、これを許します。 

○総合政策課長(諸橋 司君)  徳弘議員のご質疑の中で緊急雇用創出事業におきます人数につ

いて、ご報告をいたします。公園等の管理整備事業で３人、それから、学校ＩＣＴ促進事業で２人、学

校図書室活用事業で７人、特定健診受診率アップ事業で２人、農業者個別保障制度推進事業で２

人、計１６人となっております。以上です。 

○健康福祉課長(米田 正直君)  先ほどの米山議員のご質問に答えが漏れておりました件につい

てご報告を申し上げたいと思いますが、健診謝金についてでございますが、そのうち看護師等賃金

がだぶっておるのではないかというご指摘がありましたけれども、この看護師でございますが、総合

健診結構いろいろ看護師等お願いするわけでございますけども、社会福祉協議会の職員を使う関

係で、賃金ではふさわしくないというようなことがありまして、賃金に代わる謝金ということで図書券と

いうことを計上しておるところでございます。以上です。 

○税務課長(篠原 浩君)  先ほどの江藤議員のご質問にお答えいたします。２１、２２年度行いまし

た全棟調査につきましては、今回２２年度で終了しまして、２３年度の課税分には反映しているわけ

でございますが、実測として増収になってないということにつきまして、若干ご説明をしたいと思いま

す。まず、今回の部分に関しましての新規課税分と新築家屋、この部分の増収部分が１，３８３万３千

円ございます。それと、今回の全棟調査による滅失家屋、それから通常の滅失家屋の部分が６０３万

９千円。相対しまして７８０万ほどの増収になる予定でございますが、全体的に見ますと、そこまで上

がってないという形になっております。これにつきましては、まず建物というものは毎年減価償却して

いきますので、基本ベースがどんどん下がっていくという部分が１点あります。それから、前回はです

ね、選果場の建物部分のこちらの評価が約９２０万ほどございました。この部分の特異的な部分が２

３年度は見込めないということ、それから、前年度予算の当初予算、これがちょっと過大に見積もって

いた部分もございまして、前年度当初と比較しますと若干の微増という形になっている現状でござい

ます。もちろん全棟調査につきましては、増収、これが一つは目的であったわけでございますが、もう

一つは課税の公平性という観点からの全棟調査でもありましたことをですね、申し添えておきたいと

思います。以上でございます。 

○議員(江藤 和利君)  あんまり固定資産が伸ばんようにありますので、ちょっと方向転換していき
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たいと思います。１款４項１目１節、今回たばこ税が２７．１％の増ということで１億２，５７８万１千円計

上されてます。これをですね、ひょっとしたら間違えてるかも分かりませんけど、市町村の１．３２円で

すね、それで割りますと９，５２８万９千本という方向で、２０本の箱でいきますと、単純計算で４７６万５

千箱という形で、やはりなかなか厳しい、たばこを吸う場所もねえと言いながら協力をしていただいて

いる方もおられます。この方たちに大変うれしい限りでございますが、町のほうでこのピーアールをで

すよ、どこどこ行くときにゃ川南町で買えと、やはりこういうピーアールはしてですよ、吸うとこで堂々と

吸うて、町にですね協力をしていただきたい。こういう方向のですね、ピーアールもしながら町税の増

収ですよ、そういう対策も図っていただきたいと。じゃあ、嫌いな人もおりやっじゃろう。しかし、好きな

人もおりゃっとじゃかい、して、町にこのような方向でですね、税金１億２，５００万やっておりますので、

このようなピーアールもですね、一つ大いにやって町の財政が潤う、そういう対策も取っていただきた

い。それから、この固定資産税にまたいきますけど、これ、税金をですね１００円取るのに１，０００円

かかってもやらないかんと。この中で先ほど言いましたように３，７００万、２年、７，４００万、それにまた

４８０万別個に７８カ所のですね調査やらいろいろやってかかっております。その中で今回、全棟調

査をですね、やっていただいたのは物凄くよかったと思うんです。その中にはですね、鶏舎なり、廃

舎になっておるんですよね。そこ辺に対する課税がですよ、廃舎の届け出をしちょらんで、課税にな

っておった部分も多々あったと思うんです。そこ辺に対して整理がですね、でけておるんではないか

と、そこ辺で先ほど税務課長が言われました増と減、そこ辺でなかなか固定資産税をですね、課税

をされておった分が今度全棟検査をして、掛からないと、そういう場所もだいぶ出たんじゃないかなと

いう感じもいたしますので、ここ辺の資料はですね、後から提出していただきたいと思います。それか

ら、このリフォームに関してはですね、先ほど町長が言われましたように、内部でそのような方向で検

討したと。ただ僕ものさんのはですね、去年の１，０００万で終わって今年の当初で１，５００万計上さ

れちょらんければですよ、これは問題ないんですよ。おまえどんが協議して、いろいろ業者と協議し

ながら遅れたわと、そん間にねなたっちゃわと、こういう言い方です。しかし今度当初予算に計上さ

れておる、このだから間の人ですよ。そこ辺でなかなかこう厳しいなあ、そんげ言われたとやが、おい、

町は何しよっとやと、やはり継続性じゃねえっつやと、こういろいろ出ます。そういう中でですね、こう

いう途切れがあって、また建設業、ここで言わるっと大変のさんとですけど、そこ辺の中でですね、ま

たリフォームをこういう形で追加計上されてですね上がってくるというのがですね、そこ辺で一つ空間

ができると大変厳しいと。そこ辺に対するですね町に対する不信感も出ると思うんです。ここ辺を今

後ですね、いろいろ対策を練っていただきながら救済措置ができればですね、それが一番いいんで

すけど、一つそこ辺も踏まえてですね、最後に答弁いただいて質問を終わりたいと思います。 

○税務課長(篠原 浩君)  江藤議員が言われました先ほどの全棟調査関係の資料につきましては、

後でお持ちしたいと思います。以上です。 

 たばこの地元で買う部分についてのピーアール等につきましてはですね、いろいろな意見もあると

思いますが、吸われる方は地元で買っていただきたいという部分に関しては、ちょっと検討させてい
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ただきたいと思います。以上です。 

○議長(川越 忠明君)  ほかに質疑はありませんか。 

○議員(内藤 逸子君)  一般会計の８０ページのですね、民生費の社会保障費ですけど、昨年と

比べて減っているんですが、これはサービスが受けられにくくなったから減ったのかっていうことをお

尋ねします。それと、議案第１７号の国民健康保険税について、国民保険税は被保険者１人当たり

の税額を昨年と同様で暫定的に見込み計上していますと書いてありますが、児湯郡内では川南町

は一番高い税率を取ってる税金なんですよね。それを下げていただくような検討をしていただきたい

と思います。これは要望なんですけど、一番高いというとなんか響きも悪いんですけど、高くて払えな

いということで医療を我慢してい人もいると思うんですよね。私はよう払わんがという人も聞きますので、

６月に算定し直すということですので、これは希望なんですが、なるべく下げていただくような検討を

していただきたいとをお願いしたいと思います。 

○健康福祉課長(米田 正直君)  これはサービスの低下ではなくて、平成２２年度の当初予算で

課題見積もりということもありまして、それを勘案しながら、人数でこういう予算額になっておる状況で

ございます。以上です。 

○税務課長(篠原 浩君)  内藤議員のご質問にお答えいたします。先ほどの国保税の算定の時に

要望として下げていただけないかというご質問だったかと思いますが、これにつきましては、今確定

申告で税の受付をしております。それに伴いまして、６月が本算定という形になろうかと思いますが、

その時にですね、今後の国保財政の運営を含めて検討した形でですね、検討させていただければ

と思っております。以上です。 

○議長(川越 忠明君)  ほかに質疑はありませんか。 

○議員(久木野 清人君)  しばらく黙っておったんですけれど、一つだけ、議案第１６号平成２３年

度川南町一般会計補正予算中の７７ページ、民生費の民生委員協議会補助金というのがですね、

去年よりか１９９万減額されているんですけれども、この、要素としてまずお聞きいたします。 

○健康福祉課長(米田 正直君)  久木野議員のご質問にお答えしていきたいと思いますが、民生

委員会補助金でございますけれども、３年に１回ですね、県外の研修を計画されます。それに対して

補助をしていくわけでございますが、昨年はそういった意味でその分が増えておったかと思います。

以上です。 

○議員(久木野 清人君)  昨年は確か口蹄疫でこの研修がなかったというふうに聞いておりますけ

れども、今民生委員というのは、大変それぞれ地区で選出されているのに困っていらっしゃるようで

す。ですから、民生委員の人たちに対する、何といいますか、保護はしてやるべきだと思いますので、

そういった点について十分考慮していただいて、民生委員の人たちが頑張って活動されるようにお

願いしておきます。 

○議長(川越 忠明君)  ほかに質疑はありませんか。 

○議員(河野 幸夫君)  議案第１６号平成２３年度川南町一般会計予算中、１２５ページのですね、
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温泉施設についてなんですけど、これは２，１７９万円と上がっておりますが、使用料としてですね、１，

０９８万６千円となってまして、差し引き１，０８０万４千円ですか、まあ、赤字ということで、毎年赤字に

なっているようでございますが、今後、この温泉施設をどう考えていらっしゃるか、お聞きいたします。 

○総合政策課長(諸橋 司君)  河野議員のご質疑にお答えをいたします。議員おっしゃる通りで

すね、収入から支出を引きますと、昨年度でですね、９２２万ほどの赤字、それから２０年度がですね、

９６０万ほどのですね、赤字を見ております。現在ですね、温泉の施設につきましては、町有地じゃ

なくてですね、個人の用地を借り上げをしております。で、施設につきましても、もう１０数年経過をし

ておりまして、老朽化が激しくなっておるような状態であります。新年度、２３年度にですね、温泉施

設についてはまた、町のほうの政策会議もございますので、そちらのほうに諮る考えでおります。以

上です。 

○議長(川越 忠明君)  ほかに質疑はありませんか。これで質疑を終ります。 

 お諮りします。ただ今議題となっています議案を慎重に審議するため、所管の常任委員会に付託

したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、議案第１６号は、所管事項別に、それぞれ所管の常任委員会に、

議案第１７号、議案第２１号、議案第２２号及び議案第２３号は文教厚生常任委員会に、議案第１８

号、議案第１９号、議案第２０号及び議案第２４号は、産業建設常任委員会にそれぞれ付託します。 

 以上で、本日の日程は、全部終了しました。本日は、これで散会します。おつかれさまでした。 

 なお、引き続き、ただ今付託されました議案について、各常任委員会ごとの審査をお願いします。 

午前１１時１８分閉会 

 

 


